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被験児 生活年齢 聴力（右） 聴力（左） 知　　　能
S1 6:11 86 94 WISCⅢ＝FIQ110,VIQ99,PIQ120
S2 7:01 110 110 ＩＱ不明
S3 7:08 89 88 WPPSI＝FIQ101,VIQ71,PIQ132
S4 8:01 94 103 田中ビネー＝107














































脱 落 反 応：陽性刺激に対して当該運動反応をしなかった場合













言語的定式化 言語化不能 補助により可能 達成不能につき聴取せず
S2
誤反応 なし なし なし







言語的定式化 応答なし 言語化可能 補助により可能
S4
誤反応 反射性脱制止反応（２） なし なし























































言語的定式化 補助により可能 補助により可能 補助により可能
S4
誤反応 なし なし なし
言語的定式化 言語化可能 言語化可能 言語化可能
S5
誤反応 なし なし なし
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から解釈すべきではないことを示唆しているのかもしれない。ちなみに、本児は、WISCⅢ＝
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